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アカデミックリテラシー
前期・選択・2単位

Academic Literacy
担当教員　長野真紀、高台泳、佐藤優、森岡希世子

授業の目的と到達目標（学修成果）
　アート・デザイン領域の修士研究（論文・作品）に必要なアカデ
ミックリテラシーの基礎を学び、論文執筆や口頭発表に必要な能力
の向上を図る。
授業計画の概要
　学術研究では、着想、先行研究調査、理論的考察、調査・実験・
検証、論文執筆、口頭発表を行う能力が必要となる。本授業では、
論文の書き方と各専門分野の基礎的な技法や作法を講義と演習を交
えながら進める。各自の研究テーマに沿った要旨の書き方とプレゼ
ンテーションの手法を学び、発表と質疑応答の演習を通して、論文・
作品制作に必要な創造力と発想力を言語化する能力を身につける。

イングリッシュプレゼンテーションⅠ
後期・選択必修・2単位

English Presentation I (Intermediate)
担当教員　ラッダ政美、アラル・ケンザ宝

授業の目的と到達目標（学修成果）
　芸術工学分野でのアカデミックプレゼンテーションの基本的なス
キルを身につけ、英語による論理的なプレゼンテーションができる
力を身につける。本授業ではこの目的の達成に向けて、最終課題と
して自身の作品に関するプレゼンテーション（3-5分）を英語で行う。
授業計画の概要
　英語によるプレゼンの指導を通じて、アカデミックプレゼン
テーションの構成、プレゼン原稿のメッセージ性、伝わりやすい
PowerPoint の作成、口頭プレゼンの技術などグローバルコミュニ
ケーションの基礎スキルを身につける。

イングリッシュプレゼンテーションⅡ
前期・選択必修・2単位

English Presentation II (Advanced)
担当教員　ラッダ政美、森元亜紀子

授業の目的と到達目標（学修成果）
　芸術工学分野でのアカデミックプレゼンテーションの基本的なス
キルを身につけ、英語による論理的なプレゼンテーションができる力
を身につける。本授業ではこの目的の達成に向けて、最終課題とし
て自身の作品に関するプレゼンテーション（5-10分）を英語で行う。
授業計画の概要
　英語によるプレゼンの指導を通じて、アカデミックプレゼン
テーションの構成、プレゼン原稿のメッセージ性、伝わりやすい
PowerPoint の作成、口頭プレゼンの技術などグローバルコミュニ
ケーションの基礎スキルを身につける。

ジャパニーズコミュニケーションⅠ
前期・選択・2単位

Japanese Communication I (Intermediate)
担当教員　小松麻美、高倉瑞穂

履修制限等
　「ジャパニーズコミュニケーションⅠ」は留学生のみ受講できる。
授業の目的と到達目標（学修成果）
　読む・書く・聞く・話す力を養い、学術的なテーマについて「自
分の意見を述べる」「相手の意見にコメントする」総合的な会話力
を習得することを到達目標とする。
授業計画の概要
　日本語を母国語としない留学生を対象に、アカデミックな場面で
の日本語によるコミュニケーション（グループディスカッション、
研究発表会など）の基礎的な能力を身につける。日本語を使って自
分の考えを伝えることができるよう、具体的な研究内容や制作活動
に適切な表現を学ぶ。各自の研究テーマに沿った知識や情報を伝え
る表現力と、場面や状況にあった対話力の向上を目的に、実践的な
コミュニケーション能力の育成を図る。

ジャパニーズコミュニケーションⅡ
後期・選択・2単位

Japanese Communication II (Advanced)
担当教員　小松麻美

履修制限等
　「ジャパニーズコミュニケーションⅡ」は留学生のみ受講できる。
授業の目的と到達目標（学修成果）
　読む・書く・聞く・話す力を養い、学術的なテーマについて「自
分の意見を述べる」「相手の意見にコメントする」総合的な会話力
を習得することを到達目標とする。
授業計画の概要
　日本語を母国語としない留学生を対象に、アカデミックな場面で
の日本語によるコミュニケーション（グループディスカッション、
研究発表など）の基礎的な能力を身につける。日本語を使って自分
の考えを伝えることができるよう、日本文化に関わるテーマを取り
上げ、調査・分析・発表する方法を学ぶ。各自の研究テーマに沿っ
た知識や情報を伝える表現力と、場面や状況にあった対話力の向上
を目的に、実践的なコミュニケーション能力の育成を図る。また、
基本的なビジネス日本語についても学ぶ。
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